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靈
樞 

四
時
気 

第
十
九(

後
半) 

 1
1

月 

腹
中
常
鳴
、
氣
上
衝
胸
。
喘
不
能
久
立
、
邪
在
大
腸
、
刺
肓
之
原
、
巨
虚
上
廉
三
里
。 

 

小
腹
控
睪
、
引
腰
脊
上
衝
心
、
邪
在
小
腸
者
。
連
睪
系
屬
干
脊
、
貫
肝
肺
、
絡
心
系
。

氣
盛
則
厥
逆
、
上
衝
腸
胃
燻
肝
、
散
干
肓
、
結
干
臍
。
故
取
之
肓
原
以
散
之
、
刺
太

陰
以
予
之
、
取
厥
陰
以
下
之
、
取
巨
虚
下
廉
以
去
之
、
按
其
所
過
之
經
以
調
之
。 

善
嘔
、
嘔
有
苦
、
長
太
息
、
心
中
憺
憺
、
恐
人
將
捕
之
、
邪
在
膽
。
逆
在
胃
、
膽
液

泄
、
則
口
苦
。
胃
氣
逆
則
嘔
苦
、
故
曰
嘔
膽
、
取
三
里
以
下
。
胃
氣
逆
、
則
刺
少
陽

血
絡
、
以
閉
膽
逆
、
卻
調
其
虚
實
、
以
去
其
邪
。 

飲
食
不
下
、
膈
塞
不
通
、
邪
在
胃
脘
。
在
上
脘
則
刺
抑
而
下
之
、
在
下
脘
則
散
而
去

之
。
小
腹
痛
腫
、
不
得
小
便
、
邪
在
三
焦
約
。
取
之
太
陽
大
絡
。
視
其
絡
脈
、
與
厥

陰
小
絡
。
結
而
血
者
、
腫
上
及
胃
脘
、
取
三
里
。
覩
其
色
、
察
其
以(

太
素 
目)
、
知

其
散
復
者
。
視
其
目
色
、
以
知
病
之
存
亡
也
。
一
其
形
、
聽
其
動
静
者
、
持
氣
口
人

迎
、
以
視
其
脈
。
堅
且
盛
且
滑
者
病
日
進
、
脈
軟
者
病
將
下
。
諸
經
實
者
、
病
三
日

已
。
氣
口
候
陰
、
人
迎
候
陽
也
。 

 

〃
大
腸
病
〄 

腹
中
、
常
に
鳴
る
は
、
氣
、
上
り
て
胸
を
衝
く
な
り
。
喘
ぎ
て
久
し
く
立
つ
能
は
ざ

る
は
、
邪
、
大
腸
に
在
り
、
肓
の
原
※
、
巨
虚
上
廉
の
三
里
を
刺
す
。 

※
肓
の
原 

九
鍼
十
二
原
「
肓
之
原
、
出
於
暑
腫(

へ
そ)

、
即
任
脈
之
下
氣
海
也
」 

 
 
 
 
 

太
素 

肓
作
賁
。「
賁
、
膈
也
。
膈
之
原
、
出
鳩
尾
也
」 
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甲
乙 

「
腸
中
常
鳴
時
、
上
衝
心
、
灸
臍
中
。
腹
脹
腸
鳴
、
氣
上
衝
胸
、
不
能
久
立
、
天
樞
主
之
。

大
腸
有
熱
、
腸
鳴
腹
滿
、
経
臍
痛
、
食
不
化
、
喘
不
能
久
立
、
巨
虚
上
廉
主
之
」 

邪
気
藏
府
病
形 

「
大
腸
病
者
、
腸
中
切
痛
而
鳴
濯
濯
」「
當
臍
而
痛
、
不
能
久
立
、
與
胃
同
候
、
取

巨
虚
上
廉
」 

  

〃
小
腸
病
〄 

小
腹
、
睪
を
控
き
、
腰
脊
を
引
き
て
、
上
つ
て
心
を
衝
く
は
、
邪
、
小
腸
に
在
れ
ば

な
り
。
睪
に
連
な
り
脊
に
系
屬
し
、
肝
肺
を
貫
き
、
心
系
を
絡
ふ
な
り
。
氣
、
盛
ん

な
れ
ば
、
則
ち
厥
逆
し
て
、
上
の
か
た
腸
胃
を
衝
き
、
肝
を
燻
し
、
肓
に
散
り
、
臍

に
結
ぼ
る
。 

故
に
之
を
肓
の
原
に
取
り
、
以
て
散
ら
す
。
太
陰
を
刺
し
て
之
に
予(

あ
づ
か
＝
治
療

と
し)

り
※
、
厥
陰
を
取
り
て
之
を
下
す
。
巨
虚
下
廉
を
取
り
て
之
を
去
り
、
其
の
過

ぐ
る
所
の
經
を
按
じ
て
之
を
調
ふ
な
り
。 

邪
氣
藏
府
病
形 

「
小
腸
病
、
小
腹
痛
、
腰
脊
控
睾
而
痛
」 

※
張
介
賓
「
刺
太
陰
以
予(

＝
與)

之
、
補
肺
經
之
虚
也
。
取
厥
陰
以
下
之
、
寫
肝
經
之
實
也
」 

張
氏
は
「
予
」
を
「
与
え
る
」
の
意
に
取
っ
て
い
る
。 

 

〃
胆
病
〄 

善
々
嘔
き
、
嘔
き
て
苦
み
有
り
、
長
く
太
息
し
、
心
中
、
憺
憺(

タ
ン
、
う
れ-

ふ)

と

し
て
、
人
の
將
に
之
を
捕
へ
ん
と
す
と
恐
る
る
者
は
、
邪
、
膽
に
在
り
。
逆
、
胃
に

在
り
て
、
膽
液
、
泄
れ
ば
、
則
ち
口
、
苦
し
。
胃
氣
、
逆
せ
ば
、
則
ち
苦
み
を
嘔
く
。

故
に
嘔
膽
と
曰
ひ
、
三
里
を
取
り
て
下
す
。
胃
氣
、
逆
す
れ
ば
、
則
ち
少
陽
の
血
絡

を
刺
し
、
以
て
膽
逆
を
閉
ず
。
卻(

ま 

同
じ
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
表
す)

た
、
其
の

虚
實
を
調
へ
、
以
て
其
の
邪
を
去
る
。 
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邪
気
藏
府
病
形
「
膽
病
者
、
善
太
息
、
口
苦
、
嘔
宿
汁
、
心
下
澹
澹
、
恐(

＋
如 

太
素
・
甲
乙
・
千

金
・
脈
經)

人
將
捕
之
、
嗌
中
吤
吤
然
、
數
唾
」 

〃
胃
脘
病
〄 

飲
食
、
下
ら
ず
、
膈
塞
し
て
通
じ
ざ
る
は
、
邪
、
胃
脘
に
在
り
。
上
脘
※
に
在
れ
ば
、

則
ち
刺
し
て
抑
へ
て
下
す
。
下
脘
に
在
れ
ば
、
則
ち
散
ら
し
て
去
る
。 

※
楊
上
善
「
邪
在
上
管
、
刺
胃
之
上
口
之
穴
、
抑
而
下
之
。
邪
在
下
管
、
刺
胃
之
下
口
之
散
穴
而
去

之
也
」
脘
＝
管 

邪
気
藏
府
病
形
「
胃
病
者
、
腹
䐜
脹
、
胃
脘
當
心
而
痛
、
上
肢
兩
脅
、
隔
咽
不
通
、
食
飲
不
下
、
取

之
三
里
也
」 

〃
三
焦
病
〄 

小
腹
、
痛
み
て
腫
れ
、
小
便
を
得
ざ
る
は
、
邪
、
三
焦
の
約(

か
ら
ま
り 

↓
不
都
合
、

や
ま
い)

に
在
り
。
太
陽
大
絡
に
取
る
。 

邪
氣
藏
府
病
形
「
三
焦
病
者
、
腹
氣
滿
、
小
腹
尤
堅
、
不
得
小
便
、
窘
急
、
溢
則
水
留
即
爲
脹
、
候

在
足
太
陽
之
外
大
絡
、
大
絡
在
太
陽
少
陽
之
間
、
亦
見
于
脈
、
取
委
陽
。
膀
胱
病
者
、
小
腹
偏
腫
而

痛
、
以
手
按
之
、
即
欲
小
便
而
不
得
」 

張
志
聡
「
此
邪
在
膀
胱
而
爲
病
也
。
三
焦
下
兪
、
出
於
委
陽
、
並
太
陽
之
正
、
入
絡
膀
胱
約
下
焦
。

實
則
閉
軾
、
虚
則
遺
溺
、
小
腹
腫
痛
、
不
得
小
便
、
邪
在
三
焦
約
也
」 

其
の
絡
脈
と
、
厥
陰
の
小
絡
を
視
、
結
ぼ
れ
て
血
あ
り
、
腫
れ
上
り
て
胃
脘
に
及
ぶ

は
、
三
里
を
取
る
。 

〃
診
察
法
〄 

其
の
色
を
覩
、
其
の
以(

太
素 

目)

を
察
す
れ
ば
、
其
の
散
復
を
知
る
。
其
の
目
の
色

を
視
て
、
以
て
病
の
存
亡
を
知
る
也
。
其
の
形
を
一
に
し
、
其
の
動
静
を
聽
く
者
は
、

氣
口
、
人
迎
を
持
し
、
以
て
其
の
脈
を
視
る
べ
し
※
。
堅
に
し
て
且
つ
盛
、
且
つ
滑

な
る
は
、
病
、
日
々
に
進
む
。
脈
、
軟
な
る
は
、
病
、
將
に
下
ら
ん
と
す
。 

※
九
鍼
十
二
原
「
觀
其
色
、
察
其
目
、
知
其
散
復
。
一
其
形
、
聽
其
動
靜
、
知
其
邪
正
。
」 

小
鍼
解
「
覩
其
色
、
察
其
目
、
知
其
散
復
、
一
其
形
〔
※2

〕、
聽
其
動
靜
者
、
言
上
工
知
相
五
色
、

于
目
有
知
、
調
尺
寸
小
大
緩
急
滑
濇
、
以
言
所
病
也
」 
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馬
蒔 

「
一
其
形
之
肥
痩
。
曰
一
者
、
肥
痩
各
相
等
否
。
聽
其
身
之
動
靜
、
凡
身
體
病
證
語
默
皆
是
」 

「
一
は
、
其
の
形
の
肥
痩
な
り
。
一
に
す
と
曰
ふ
は
、
肥
痩
は
、
各
々
相
ひ
等
し
く
否
な
り
。
其
の

身
の
動
靜
を
聽
く(

ゆ
る
す)

と
は
、
凡
そ
身
體
の
病
證
の
語
默(

語
る
こ
と
と
黙
し
て
語
ら
れ
な
い

こ
と)
、
皆
な
是(

こ
れ)

な
り
」 

第
一
と
す
べ
き
は
、
患
者
の
身
体
の
肥
痩
で
あ
る
。
そ
れ
を
第
一
に
す
る
の
は
、
肥
っ
て
い
る
の
も

痩
せ
て
い
る
の
も
、
各
々
等
し
く
良
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
患
者
の
身
体
の
動
靜
を
聽(

ゆ
る)

す
と

は
、
凡
そ
身
体
の
病
證
の
語
る
こ
と
と
語
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
全
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

・
素
問
・
鍼
解
篇
で
は
他
を
さ
し
置
い
て
見
事
な
注
を
付
し
て
い
た
馬
元
台
が
、
こ
こ
で
は
ハ
ズ
し

た
注
を
付
け
て
い
る
。
こ
う
い
う
の
を
読
む
と
面
白
い
。 

森 

素
・
鍼
解
案
文
「
案
、
五
色
修
明
、
謂
目
明
。
音
聲
能
彰
、
謂
耳
聰
也
。
修
明
、
蓋
謂
目
能
修

収
五
色
之
明
。
能
彰
謂
耳
能
聽
別
音
聲
之
彰
也
」 

五
色
修
明
と
い
う
の
は
、
目
が
明
ら
か
な
こ
と
で
、
音
聲
能
彰
と
い
う
の
は
、
耳
が
聰(

さ
と)

い
こ

と
だ
。
修
明
と
い
う
の
は
、
蓋
し
目
が
よ
く
五
色(

す
な
わ
ち
五
藏
の
状
態
を
表
す
色)

が
見
分
け
ら

れ
る
明
ら
か
さ
の
こ
と
で
、
能
彰
と
い
う
の
は
、
耳
が
よ
く
五
藏
の
状
態
を
表
す
音
聲
を
聽
き
別
け

ら
れ
る
彰
ら
か
さ
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

諸
經
、
實
な
る
者
は
、
病
、
三
日
に
し
て
已
ゆ
。
氣
口
の
候
、
陰
な
り
て
、
人
迎
の

候
は
陽
な
り
。 

楊
上
善
「
氣
口
、
藏
脈
、
故
候
陰
也
。
人
迎
、
府
脈
、
故
候
陽
也
」 

張
介
賓
「
氣
口
在
手
太
陰
肺
脈
也
。
氣
口
獨
爲
五
藏
主
、
故
以
候
陰
、
人
迎
在
頭
陽
明
胃
脈
也
。
胃

爲
六
府
之
大
源
、
故
以
候
陽
」 

 

壬
子(

嘉
永5

、1
8

5
2

、
抽
齋4

8

歳)

初
冬
廿
八
日
以
周
日
曰
校
本
一
校
了 

 

〃
大
腸
病
〄 

腹
中
が
常
に
鳴
る
の
は
、
気
が
上
っ
て
胸
を
衝
い
て
い
る
の
で
す
。
喘
い
で
長
く
立

っ
て
い
ら
れ
な
い
者
は
、
邪
が
大
腸
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
関
元
と
、
巨
虚
上
廉
の

三
里
穴
を
刺
し
ま
す
。 

 

〃
胆
病
〄 

し
ば
し
ば
嘔(

え
づ)

き
、
嘔
く
と
苦
味
が
口
に
上
っ
て
き
て
、
長
く
た
め
息
を
吐
き
、

心
中
が
鬱
々
と
し
て
、
人
が
自
分
を
捕
え
に
来
る
よ
う
な
恐
れ
を
抱
い
て
い
る
者
は
、



 5 

邪
が
膽
に
あ
る
の
で
す
。
逆
気
が
胃
に
あ
っ
て
、
膽
液
が
泄
れ
る
の
で
、
口
に
苦
味

を
感
じ
る
の
で
す
。
胃
気
が
逆
し
た
と
き
に
は
、
苦
味
を
嘔
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
嘔
膽
と
言
い
、
三
里
を
刺
し
て
逆
気
を
下
し
ま
す
。
胃
気
が
逆
し
た
時
は
、

少
陽
の
血
絡
を
刺
し
て
、
膽
逆
を
閉
し
ま
す
。
同
時
に 

(

卻 

同
じ
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
を
表
す)

、
そ
の
虚
實
を
調
え
て
、
そ
の
邪
気
を
去
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

〃
胃
脘
病
〄 

飲
食
が
下
ら
ず
、
横
隔
膜
の
あ
た
り
が
塞
っ
て
通
じ
な
い
の
は
、
邪
気
が
胃
脘
に
あ

り
ま
す
。
胃
の
上
方
に
あ
れ
ば
、
鍼
を
し
て
抑
え
て
下
し
ま
す
。
下
方
に
あ
る
場
合

は
、
散
ら
し
て
去
り
ま
す
。 

〃
三
焦
病
〄 

下
腹
が
痛
ん
で
腫
れ
、
小
便
が
通
じ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
三
焦
の
絡
ま
り
が
邪
を

生
じ
て
い
る
の
で
す
。
太
陽
經
に
血
絡
の
大
き
な
も
の
を
求
め
て
寫
血
し
ま
す
。
太

陽
經
の
絡
脈
と
、
厥
陰
經
の
小
絡
を
見
て
、
結
ぼ
れ
て
血
が
溜
ま
り
、
腫
れ
上
っ
て

胃
に
及
ん
で
い
る
場
合
は
、
三
里
に
鍼
を
し
ま
す
。 

〃
診
察
法
〄 

そ
の
顔
色
を
見
、
そ
の
目
を
診
察
す
れ
ば
、
病
の
予
後
が
分
り
ま
す
。
患
者
の
目
の

色
を
視
て
、
病
の
帰
趨
を
知
る
の
で
す
。 

術
者
は
身
体
に
神
経
を
行
き
渡
ら
せ
、
患
者
の
脈
の
動
静
を
知
ろ
う
と
す
る
場
合
、

気
口
と
人
迎
に
指
先
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
、
脈
を
診
る
べ
き
で
あ
る
。
脈
が
堅
実

で
盛
ん
で
あ
り
、
滑
ら
か
な
の
は
、
病
が
日
増
し
に
進
ん
で
い
ま
す
。
脈
が
軟
ら
か
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で
あ
る
場
合
は
、
病
が
こ
れ
か
ら
癒
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

諸
經
脈
が
実
し
て
い
る
場
合
は
、
病
は
三
日
経
て
ば
癒
え
ま
す
。
そ
の
場
合
、
気
口

脈
を
陰
と
見
、
人
迎
脈
を
陽
と
見
ま
す
。 

 


